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尿路感染症 におけるT-1220の 臨床的検討

小松洋輔 ・吉田 修

京都大学医学部泌尿器科学教室

(主任 : 吉田 修教授)

富 山化 学 工 業株 式 会 社 で 開 発 され たT-1220は ア ン ピ

シ リ ン誘導 体 で あ り1),グ ラ ム陽 性 お よ び 陰 性 菌 に有 効

で 特 にPsmdomonas, Klebsiella, Proteusそ の ほ か の グ ラ

ム陰性 桿 菌 に す ぐれ た 抗 菌 力 を 有 す る こ とが 認 め られ て

い る1)。

今 回,わ れ わ れ は20例 の 尿 路 感 染 症 の 患 者 に 本 剤 を

投 与 し,若 干 の治 験 を得 た の で,こ こに 報 告 す る。

I. T-1220に つ い て

1. T-1220の 物 理 的 お よ び化 学 的性 状1)

化 学 名 : Sodium 6 - [D (-) - α - (4-ethyl-2, 3-dioxo-1

-piperazinecarboxamido) - α - phenylaceta-

mido] penicillanate

略 号 : T-1220

化 学構造 式 :

分子式 : C23H2607N5SNa

分子量 : 539.55

融点 : 180℃ (分解)

外観および安定性 : 白色 の結晶性粉末であり,室 温密

封容器中において安定である。

2. T-1220の 特徴1)

1) グ ラム陽性および陰性菌に有効で殺菌的に作用す

る。

2) Pseudomonas, Proteus, Klebsiellaに 対 して従来のペ

ニシリン系抗生剤よ りすぐれた抗菌力を示す。

3) 注射によ り速やかに高い血中濃度が得られ,体 内

でほとんど不活性化されることな く排泄される。

4) 特 に尿中および胆汁中に高濃度に排泄される。

5) ス トレプ トマイシン,カ ナマイシン,エ リスロマ

イシン,テ トラサイクリンなどの抗生剤とは交叉耐性を

示さない。

6) 血 清蛋白結合率は低い値を示す。

II. 対 象

昭和51年6月 か ら8月 までの3ヵ 月間におけ る京都

大学医学部附属病院泌尿器科入院患者の うち20例 の尿

路感染症を対象 とした。

慢性膀胱炎6例,急 性腎盂腎炎5例,慢 性腎盂腎炎9

例である。いずれ も尿路に基礎疾患を有する複雑性尿路

感染症である。

III. 投与薬剤 ・投与量 ・投与方法

T-1220(1バ ィ アル29含 有)を1回29と して,

1日1～3回 補液に溶解 させて点滴静注した。

投与日数は平均6.6日 間(1～11日 間)で あった。

IV. 効果 の判定基準

投与前および投与終了後の尿中細菌培養 と尿沈渣所見

を主 とし,発 熱 白血球増多,赤 沈値の亢進などの臨床

症状を参考として効果を判定した。すなわち尿中細菌が

陰性化し,か つ臨床症状が消失した例 を著効,尿 中細

菌の同種または交代した菌 であ って も103/ml以 下 に

減少し,尿 中白血球の減少かつ臨床症状 が緩解 した例

を有効,同 種の菌または交代 した菌がやや 減少 して も

103/ml以 上 の菌数を認め,尿 所見および臨床症状があ

る程度改善した例をやや有効,全 く症状が好転しなかっ

た例を無効 と判定した。

V. 臨 床 成 績

本剤を投与 された尿路感染症20例 の年 齢,性 別,診

断名,尿 所見,尿 中細菌,臨 床 症状,投 与量,臨 床効

果,副 作用についてTable1に 示 した。

年齢は25歳 か ら76歳 までである。

性別は男子14名,女 子6名 である。

起炎菌 としてStaph. epidermidis (3例), E.coli (5

例), Citrobacter (2例), Pseudomonas (2例), Cloaca(2

例),Klebsiella (2例), Serratia (2例), Providencia (1

例),Enterobacter (1例) を 検 出 した。Table 1に も

示す よ うに本 剤の投与によ りE.coliは4例 中3例,

Staph.は3例 中2例, Citrobacter,-Providencia, Pseudomo-

nas, Enterobacter Serratiaは 全例が消失している。

Table2 は本症例それぞれの治験成績を起炎 菌別 に

示した ものである。

またTable3に は 疾患別の臨床効果を示した。複雑

性尿路感染症19例 中5例 に著効,9例 に有効,5例 にや
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や有効,無 効例はなかった。なお不明の1例 は投薬第1

日目に点滴静注開始時より4時 間目に全身に蕁麻疹様の

発疹を生 じ,以 後,投 薬を中止したので,検 討症例より

除外した。

疾患の内訳は慢性膀胱炎6例,急 性腎盂腎炎5例,慢

性腎盂腎炎9例 である。

T-1220投 与 前後の末梢血および生化学的検査所 見に

ついては,本 剤投与前後における末梢血,肝 機能,ク レ

アチニンの変化を症例別にTable4に ま とめ,Fig.1,

2に 示 した。末梢血,腎 機能,肝 機能は本剤投与前後で

特に著明な変化は認められなかった。

VI. 副 作 用

Table1に 示 したように本剤を投与 した20例 中副作

用を訴えた症例は1例 であった。

この1例 は慢性膀胱炎と診断 され た33歳 の女子で,

投薬1日 目の点滴開始時よ り4時 間目に全身に蕁麻疹様

の発疹を生じ,悪 心,嘔 吐を来した ので,投 薬 を中止

し,他 剤に変更したところ発疹は消失した。

VII. 考 按

各種の抗生物質の開発はますます盛んで,臨 床に広 く

用いられており,従 来難治性感染症 と考 えられていたも

のも治療できるまでになって きた。反面,菌 交代現象が

起 こり,ご く少数の特定薬剤にしか感受性を示きない菌

も出現 しはじめている。泌尿器科領域において も同様

で,各 種薬剤の使用によりその結果として菌交代現象が

起こり,Pseudomonas, Klebsiella, Proteusな どのグラム陰

性桿菌の出現頻度が高 くなってきている。

今回,わ れわれの治験したT-1220は グ ラム陽性 菌

およびグラム陰性菌に有効で,殺 菌的に作用 し,Pseudo-

monas, Piroteus, Klebsiellaに対 して従来のペニシリン系抗

生物質よりす ぐれた抗菌力を示すことが報告 され てい

る。

われわれは本剤を20例(う ち1例 は投薬 中止のため

対象より除外)の 尿路感染症に投与 した結果,19例 中

5例 が著効,9例 が有効,5例 がやや有効,無 効例はな

かった。著効,有 効を有効例 とすると,有 効率は73.7%

(19例 中14例)で あった。

Table 2 Clinical results of T-1220 classified by causal organisms

Efficacy =
Number of Excellent and Good cases/

Total cases

Table 3 Clinical results of T-1220 classified by diagnosis
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Hb RBC WBC

Table 4 Clinical laboratory findings before and after T-1220 administration

Fig. 1 Effect of T-1220 on peripheral blood
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S-GOT S-GPT Al-P

BUN
Creatinine

有効率が上記のように低かったのは,対 象例が複雑性

尿路感染症であったため と考えられる。

起炎菌別の効果は本剤投与によ りE.coliは4例 中3

例 が,Staph. epidermidisは3例 中2例 が,Citrobacter(2

例),Providencia(1例), Pseudomonas(2例),Enteroba-

cter(1例),Serratia(2例)は 全例が消失している。

結 語

1) 19例 の尿路感染症にT-1220を 投 与 した。その

結果73.7%(19例 中14例 有 効)の 有効率であった。

2) 本剤 の投与によ り1例 に副作用(発 疹)が 認めら

れた。
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Fig. 2 Effect of T-1220 on liver and kidney function
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CLINICAL STUDIES OF T-1220 IN URINARY TRACT INFECTIONS 
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(Director : Prof. OSAMU YOSHIDA) 

T-1220 was administered to 20 cases of urinary tract infection. In 19 cases of urinary 
infection having underlying disease, the results of, trial were; excellent in 5 cases, good 
in 9 cases and ineffective in 5 cases. 

The rate of effectiveness was 73.7%. 
Rash was observed in 1 of 20 cases (5%) treated with T-1220 and medication was 

discontinued in this case. 
No abnormalities were observed in all cases with respect to hematological analysis, 

liver and renal function test.


